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　令和 6 年第 6 回定例会を 12 月５日から 18 日まで
の 14 日間の会期で開催しました。
　この定例会では、「令和６年度大阪府茨木市一般会計
補正予算（第 4 号）」などの議案、意見書、請願等を審
議しました。
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一般会計補正予算質疑※二次元コードをスマートフォン等で読み取ると、本会議の録画配信がご覧いただけます。

中
学
校
で
の
情
報
交
換
の
場
に
つ

い
て
は
、
生
徒
指
導
担
当
者
会
等

で
実
施
に
あ
た
っ
て
の
工
夫
や
成
果
等
の

交
流
を
図
っ
て
お
り
、
年
々
実
施
す
る
学

校
は
増
え
て
い
る
。
今
後
は
全
て
の
中
学

校
で
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
小

学
校
で
は
実
施
に
至
っ
た
学
校
は
ま
だ
少

数
だ
が
、
進
路
の
サ
ポ
ー
ト
に
と
ど
ま
ら

ず
、
保
護
者
の
不
安
や
悩
み
等
も
含
め
た

情
報
交
換
の
場
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

ホ
ー
ル
が
あ
る
施
設
の
ト
イ
レ
は
、

催
し
物
の
休
憩
時
間
等
に
一
度
に

多
く
の
方
が
利
用
す
る
た
め
混
雑
し
や
す

い
。
女
性
ト
イ
レ
で
は
、
和
式
ト
イ
レ
が

空
い
て
い
て
も
洋
式
ト
イ
レ
を
待
つ
行
列

が
で
き
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
特
に
、
築

年
数
が
古
い
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ル
フ
ロ
ア
は
、
和
式
の
数
が
多
く
、
洋
式

を
増
や
し
て
欲
し
い
と
い
う
声
を
聞
く

が
、
改
修
計
画
は
あ
る
の
か
。

市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
の
女
性

ト
イ
レ
は
、
12
基
中
5
基
が
洋
式

で
あ
る
。
当
館
は
、
平
成
28
年
度
に
11
基

を
洋
式
化
し
て
い
る
が
、
竣
工
か
ら
35

年
経
過
し
て
お
り
、
順
次
必
要
な
改
修
を

行
っ
て
い
く
。

高
学
年
の
障
が
い
児
が
公
立
学
童

保
育
室
に
入
室
す
る
に
は
、
３
年

生
か
ら
の
継
続
し
た
入
室
が
要
件
と
な
っ

て
い
る
。
現
状
で
は
４
年
生
以
上
の
転
入

等
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
が
、
入
室
要
件

の
緩
和
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
受
入
れ
を
高
学
年
ま
で
拡
充
し
て
ほ

し
い
と
望
む
声
が
多
い
。
民
間
学
童
保
育

室
で
は
13
か
所
中
８
か
所
で
高
学
年
児
童

の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
今
後
、
民
間
学
童
保
育
室
の
設
置

を
さ
ら
に
進
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

入
室
要
件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、

当
該
児
童
へ
の
対
応
に
加
え
て
、

児
童
本
人
の
心
理
面
等
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
ま
た
、
民
間
学
童
保
育
室
で
の

今
年
度
、
市
内
の
９
中
学
校
で
不

登
校
児
童・
生
徒
の
保
護
者
と
の
情

報
交
換
の
場
が
設
定
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ

が
、
そ
の
他
の
中
学
校
や
小
学
校
で
も
必

要
で
は
な
い
か
。
特
に
、
進
路
の
サ
ポ
ー

ト
は
小
学
校
か
ら
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
と
今
後
の
対
応
は
。

令
和
６
年
12
月
か
ら
健
康
保
険
証

の
新
規
発
行
が
廃
止
さ
れ
た
が
、

本
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
件

数
お
よ
び
利
用
率
は
。
利
用
の
際
、
通
信

回
線
の
不
具
合
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
よ
う
だ
が
、
本
市
で
は
ど
う
か
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
い
方
へ
送
付
す
る
資

格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
５
年
以
内
で
保

険
者
が
設
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
設
定
は
。

令
和
６
年
10
月
末
日
時
点
で
の
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
件

数
は
２
１
４
，５
６
３
件
で
、
そ
の
う
ち

健
康
保
険
証
と
し
て
の
利
用
登
録
件
数
の

把
握
は
困
難
だ
が
、
国
が
公
表
し
て
い
る

答

問

答

マ
イ
ナ
保
険
証
の
状
況
に
つ
い
て

不
登
校
の
児
童・生
徒
の
保
護
者
へ

支
援
を

問 学
童
保
育
の
高
学
年
受
入
れ
を

問

各
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

問

  

会
派
に
所
属

　  

し
な
い
議
員

  

山
本
　
由
子

　
公
　
明
　
党

　
青
木
　
順
子

　12月5日、６日の２日間にわたり、
令和６年度一般会計補正予算（第４号）
に対する質疑を行いました。
　主な質疑内容は次のとおりですが、
誌面の都合上、質疑の一部しか掲載で
きません。詳しい内容は、市議会ホー
ムページ等で公開予定の会議録をご覧
ください。（２月中旬予定）

第６回定例会 
一般会計補正予算
(第４号)質疑

左記二次元コード
から録画配信をご
覧いただけます。

数
値
か
ら
約
１
７
６
，０
０
０
件
と
推
測

さ
れ
る
。
ま
た
、
医
療
機
関
で
の
本
市
国

民
健
康
保
険
の
利
用
率
は
16‌

．１
％
で
あ

る
。
利
用
に
関
し
現
時
点
で
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
に
至
っ
た
事
例
は
聞
い
て
い
な
い
。

資
格
確
認
書
の
有
効
期
限
は
、
従
来
の
被

保
険
証
に
合
わ
せ
、
最
長
１
年
間
で
あ
る
。

　
大
阪
維
新
の
会

   

円
藤 

こ
ず
え

高
学
年
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

答

答

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

福
丸
　
孝
之
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市
議
会

だ
よ
り

一般会計補正予算質疑

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

後
継
者
不
足
等
に
よ
る
遊
休
農
地

が
増
加
し
て
い
る
。
小
規
模
農
地
を
個
々

市
街
化
調
整
区
域
内
に
お
い
て
、

農
地
に
家
屋
が
建
っ
て
い
る
場
合
、

売
買
の
際
に
農
地
部
分
の
転
用
許
可
が
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
る
。
転
用
許
可
の
基

準
や
運
用
を
柔
軟
化
し
、
売
買
を
促
進
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
、
農
地
と
家
屋
の
一
体
的
な
活
用
を
推

問 農
地
と
家
屋
の
一
体
的
な
活
用
に
つ
い
て

  

日
本
共
産
党

  

大
嶺 

さ
や
か

第
６
次
総
合
計
画
案
は
共
創
が

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う
言
葉
が
多
用
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
ベ
ー
ス
と
な
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
指
針
は
平
成
24
年
策

定
で
あ
り
、
現
在
は
状
況
が
変
化
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
地
域
と
行
政
の

関
係
性
を
考
え
る
た
め
、
各
課
が
実
施
す

る
事
業
の
現
状
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
情
報
共
有
は
し
て
い
る
か
。

本
指
針
は
、
住
み
よ
い
地
域
社
会

の
た
め
の
方
向
性
を
共
有
す
る
と

い
う
観
点
で
は
現
在
も
大
き
な
変
化
は
な

い
と
考
え
る
が
、
状
況
の
変
化
や
、
次
期

総
合
計
画
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
共
創
の

取
組
み
を
進
め
る
こ
と
か
ら
、
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
現

状
で
は
地
域
課
題
等
の
分
析
や
検
証
に
は

至
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
各
課
と
の
連

携
を
密
に
し
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い
く
。

問 継
続
で
き
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

た
め
の
課
題
認
識
を

病
院
誘
致
に
伴
い
、
双
葉
町
駐
車

場
を
閉
鎖
し
、
北
口
駐
車
場
を
整

備
す
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
北
口
駐
車

場
の
整
備
が
中
断
し
、
既
存
の
駅
前
の

駐
輪
場
も
ほ
ぼ
満
車
と
な
っ
て
い
る
現
状

で
、
閉
鎖
に
伴
う
必
要
台
数
の
み
を
勘
案

し
て
今
後
の
駐
輪
場
整
備
の
方
向
性
を
決

め
る
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
西

口
駐
車
場
の
３
階
を
学
生
の
定
期
利
用
専

用
と
し
て
い
る
こ
と
を
広
く
周
知
し
、
他

の
駐
輪
場
か
ら
学
生
の
移
動
を
促
せ
ば
、

１
階
の
一
時
利
用
部
分
を
高
齢
者
等
の
た

め
一
定
確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

双
葉
町
駐
車
場
の
定
期
利
用
者
に

は
予
定
通
り
移
動
し
て
い
た
だ
い

阪
急
茨
木
市
駅
前
周
辺
の
駐
輪
環
境

改
善
に
工
夫
を

問

阪急茨木市駅前西口駐車場（永代町）

答問

次
頁
へ
つ
づ
く

次
頁
へ
つ
づ
く

て
お
り
、
一
時
利
用
に
つ
い
て
は
西
口
駐

車
場
の
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
を
考
え
て

い
く
。
ま
た
、
西
口
駐
車
場
の
３
階
に
つ

い
て
は
双
葉
町
駐
車
場
の
学
生
定
期
の
受

け
皿
と
し
て
い
る
。
な
お
、
高
齢
者
等
に

は
、
各
駐
車
場
に
「
お
も
い
や
り
ス
ペ
ー

ス
」
を
設
け
て
い
る
。

進
す
る
に
当
た
り
、
手
続
き
の
簡
素
化
や

地
域
特
性
に
応
じ
た
柔
軟
な
運
用
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
は
。

農
地
転
用
許
可
は
農
地
法
等
、
国

の
基
準
に
基
づ
き
行
っ
て
い
る
た

め
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。
ま
た
、
農
地
法
施
行
後
に
無
許
可
で

農
地
の
上
に
家
屋
を
建
て
、
農
地
と
一
体

と
な
っ
て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
農
地

に
復
旧
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
農
地
と
し

て
の
売
買
が
で
き
な
い
た
め
、
農
地
と
家

屋
を
一
体
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
。

庁
内
で
連
携
を
と
っ
た
農
地
活
用
を

 

自
由
民
主
党
・
絆

  

永
田
　
真
樹

に
担
い
手
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
に

加
え
、
事
業
と
し
て
継
続
可
能
な
大
規
模

農
業
の
仕
組
み
も
計
画
す
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
農
地
問
題
を
ま
ち
づ
く
り
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
地
域
の
合
意
形
成
が

で
き
、
地
域
の
課
題
解
決
に
資
す
る
場
合
、

柔
軟
に
市
街
化
編
入
す
る
な
ど
、
各
課
の

連
携
が
重
要
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

農
地
の
集
約
は
、
複
数
の
地
権
者

や
地
域
の
意
向
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
、
地
域
計
画
を
運
用

す
る
中
で
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
み

を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
地
域
の
将
来

を
地
域
主
体
で
議
論
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
と
考
え
て
お
り
、
そ
う
し
た
取
組

み
は
庁
内
で
連
携
し
、
支
援
し
て
い
く
。

答

児
童・
生
徒
へ
の
よ
り
良
い
健
康
教

育
の
た
め
に
は
学
校
保
健
の
取
組

み
の
充
実
と
、
そ
れ
を
教
育
に
反
映
で
き

る
連
携
の
強
化
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
行

政
機
構
の
改
正
に
よ
り
、
学
務
課
の
保
健

給
食
係
が
学
校
保
健
係
と
給
食
係
に
分
割

さ
れ
た
が
、
学
校
保
健
係
は
ど
の
よ
う
な

取
組
み
を
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
こ
ど

も
達
の
健
康
課
題
の
抽
出
と
教
育
へ
の
反

映
、
そ
の
状
況
把
握
と
健
康
の
保
持
増
進

を
推
進
す
る
仕
組
み
は
あ
る
か
。

学
校
保
健
と
教
育
の
連
携
強
化
を

問 答

答

　
公
　
明
　
党

   

岡
本
　
壱
郎

  

会
派
に
所
属

　  

し
な
い
議
員

  

桂
　
　
睦
子

　
公
　
明
　
党

　
河
本
　
光
宏
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重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、

地
域
の
方
と
と
も
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
事
業
の
実
施
に
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
力
が
必
要
と
考
え
る

が
、
社
協
と
の
協
働
に
つ
い
て
、
ま
た
、

そ
の
役
割
に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

学
校
保
健
係
で
は
、
今
後
、
児
童・

生
徒
の
各
種
健
康
診
断
結
果
を
把

握
し
、
教
育
委
員
会
、
学
校
、
学
校
医
、

学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師
が
連
携
し

て
取
り
組
む
学
校
保
健
会
で
共
有
し
な
が

ら
、
健
康
の
保
持
増
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
健
康
課
題
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
状
況
に
応
じ
、
校
長
会
、
教
頭
会

等
を
通
じ
学
校
と
情
報
を
共
有
し
、
児
童・

生
徒
の
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
向
け

た
取
組
み
に
つ
な
げ
て
い
る
。

広
報
い
ば
ら
き
（
令
和
６
年
11
月

号
）
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
更
新
に

関
す
る
記
事
に
安
威
川
ダ
ム
完
成
に
よ
り

洪
水
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
何
か
。
下
流
域
の

他
市
の
防
災
冊
子
に
は
そ
の
よ
う
な
記
載

問 防
災
・
避
難
の
意
識
を
高
め
る
広
報
を

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働
を

問
骨
髄
移
植
は
、
移
植
を
待
つ
患
者

に
と
っ
て
命
に
か
か
わ
る
貴
重
な

機
会
で
あ
る
が
、
移
植
の
た
め
の
検
査
や

入
院
な
ど
、
ド
ナ
ー
に
も
少
な
か
ら
ぬ
負

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
支
援
を

問

　令和 6 年 10 月 18 日に、
早稲田摂陵高校生と意見交
換会を開催しました。市政
をテーマに高校生の視点で
考え、議員と意見交換を行っ
たのち、班ごとに意見をま
とめ、議場で発表していた
だきました。

答

答

  

大
阪
維
新
の
会

  

岩
本
　
　
守

前
頁
つ
づ
き

前
頁
つ
づ
き

市議会のうごき

10
月

４日 議会広報委員会
９日 総務常任委員協議会

11 日
幹事長会
議会運営委員会

16 日

~

17 日

市民会館跡地等整備対策特
別委員会行政視察（神奈川
県藤沢市、東京都豊島区）

18 日 早稲田摂陵高校と茨木市議
会との意見交換会

29 日
~

30 日
議会運営委員会行政視察（山
口県下関市、福岡県中間市）

31 日
~

1 日

北部地域整備対策特別委員
会行政視察（富山県南砺市、
富山市）

11
月

5 日
~

6 日

市街地整備対策特別委員会
行政視察（東京都大田区、
埼玉県朝霞市）

18 日 議会広報委員会

29 日
幹事長会
議会運営委員会

12
月

5 日 本会議（初日）
6 日 本会議（2 日目）

10 日
民生常任委員会
建設常任委員会

11 日
文教常任委員会
総務常任委員会

16 日
幹事長会
議会運営委員会

18 日 本会議（最終日）
24 日 北部地域整備対策特別委員会

25 日
市街地整備対策特別委員会
総務常任委員協議会

担
が
か
か
る
。
本
市
に
は
ド
ナ
ー
に
対
す

る
助
成
制
度
が
な
い
が
、
北
摂
各
市
の
状

況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
市
に
お
け
る
助

成
制
度
の
検
討
状
況
は
。

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
へ
の
助
成
制
度

と
し
て
、
豊
中
市
、
箕
面
市
、
高

槻
市
、
摂
津
市
で
は
、
骨
髄
提
供
に
か
か

る
入
院
等
１
日
あ
た
り
２
万
円
、
上
限

14
万
円
、
そ
の
ド
ナ
ー
の
雇
用
主
に
対
し

て
１
日
あ
た
り
１
万
円
、
上
限
７
万
円
、

池
田
市
で
は
、
骨
髄
提
供
１
回
あ
た
り

10
万
円
を
助
成
し
て
い
る
。
本
市
に
お
け

る
検
討
状
況
と
し
て
は
、
府
内
自
治
体
の

実
施
状
況
や
取
組
み
内
容
等
の
把
握
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
こ
ら
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

へ
の
働
き
か
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力

を
得
る
こ
と
に
よ
り
事
業
の
展
開
が
図
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
双
方

の
考
え
方
を
共
有
す
る
た
め
に
も
継
続
的

な
協
議
を
進
め
て
い
く
。
社
会
福
祉
協

議
会
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
お

り
、
地
域
の
繋
が
り
づ
く
り
や
支
援
力
向

上
を
担
う
、
市
と
同
じ
方
向
で
取
り
組
む

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

は
な
く
、
避
難
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。
ダ
ム
が
完
成
し
た
か
ら
安
心
と
い

う
印
象
を
持
た
れ
か
ね
な
い
内
容
に
つ
い

て
、
市
の
見
解
は
。

安
威
川
ダ
ム
は
、
計
画
規
模
降
雨

へ
の
治
水
効
果
だ
け
で
な
く
、
想

定
最
大
規
模
降
雨
に
対
し
て
も
、
完
成
前

後
を
比
較
し
、
浸
水
範
囲
内
の
約
８
割
で

浸
水
深
が
減
少
し
、
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想

定
区
域
も
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、
洪
水

被
害
軽
減
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
認
識
し

て
い
る
。
ダ
ム
運
用
後
も
、
引
き
続
き
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
通
じ
て
、
浸
水
リ
ス

ク
の
周
知
や
水
害
へ
の
備
え
に
対
す
る
意

識
啓
発
等
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

答

答

  

い
ば
ら
き

　  

未
来
の
会

  

安
孫
子 

浩
子

早稲田摂陵高校と意見交換会を開催



5 令和7年 (2025年) 2月1日発行
市議会だより No.259

市
議
会

だ
よ
り

（ ○：賛成、×：反対）

請願
12 月定例会に提出された請願は、民生常任委員会
の審査を経て、12 月 18 日の最終本会議で採決の
結果、次のとおり決定しました。
◆請願第２号　乳・幼児期から学童期までの保育・
　学童保育、子育て支援施策の拡充を求めることに
　ついて・・・・・・【不採択】

大 阪
維新の会 公 明 党 自 由 民 主 党・ 絆 日 本 共 産 党 い ば ら き

未 来 の 会
会 派 に 所 属
し な い 議 員

結　
果

川
口　
元
気

円
藤
こ
ず
え

岩
本　
　
守

岡
本　
壱
郎

大
村　
卓
司

青
木　
順
子

松
本　
泰
典

河
本　
光
宏

坂
口　
康
博

福
丸　
孝
之

塚　
　
　
理

永
田　
真
樹

西
野　
貴
治

上
田　
光
夫

下
野　
　
巖

朝
田　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中　
　
剛

西
本　
睦
子

稲
葉　
通
宣

安
孫
子
浩
子

山
本　
由
子

辰
見　
直
子

米
川　
勝
利

山
下　
慶
喜

桂　
　
睦
子

専決処分につき承認を求めることについて
（令和６年度大阪府茨木市一般会計補正予算
（第３号 ))

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

茨木市教育長任命につき同意を求めること
について

【森岡 恵美子 氏】
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 退 退 ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

茨木市教育委員会委員任命につき同意を求
めることについて

【前川 佳之 氏】
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

一般職の職員の給与に関する条例の一部改
正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市個人番号の利用に関する条例の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市ひとり親家庭の医療費の助成に関す
る条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市道路占用料等徴収条例の一部改正に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市都市公園条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市下水道条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

一般職の職員の給与に関する
条例等の一部改正について

○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ー ○ × × ○ × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第６次茨木市総合計画基本構想について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ー × ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市立市民体育館及び茨木市立中条市民
プール・五十鈴市民プール・西河原市民プー
ルの指定管理者の指定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市高齢者活動支援センターの指定管理
者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市多世代交流センターの指定管理者の
指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市駐車場の指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和６年度大阪府茨木市
一般会計補正予算（第４号）

× × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ー ○ × × × × 否決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決

令和６年度大阪府茨木市一般会計補正予算
（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市もの忘れ検診事業に関する条例の制
定について × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ー × × × ○ × 否決

茨木市議会会議条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市議会会議規則の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市議会委員会条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市議会委員会規則の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派・議員名

件　　　 　名

◆議長（大阪維新の会　長谷川 浩 議員）は採決に加わりません。
◆ 12 月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、12 月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

12 月定例会議決結果

12 月定例会で可決された意見書を関係機関に
送付しました。

可決された意見書

◎再審法改正に向けた速やかな議論を求める
　意見書

{

{

（ ○：賛成、×：反対、ー：欠席、退：退席）

人
事
案
件

条

例

そ
の
他

補
正
予
算

［原案］

［組み替え動議］

［原案］

［修正動議］

議
員
提
出

専
決
処
分


